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	製品名: アルファプチン1ウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab07104
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	応用
	抗原情報
	背景
	機能:ADPリボシル化因子の推定標的タンパク質。,類似性:1つのAHドメインを含む。,サブユニット:非ミリストイル化GTP結合型ARF3と相互作用するが、GDP結合型ARF3およびARF1とは相互作用しない。ARF5とはより低い親和性で結合し、ARF6とはごくわずかしか親和性がない。,組織特異性:普遍的に発現。肝臓、膵臓、胎盤、骨格筋、心臓に多く存在する。,機能:ADPリボシル化因子の推定標的タンパク質。,類似性:1つのAHドメインを含む。,サブユニット:非ミリストイル化GTP結合型ARF3と相互作用するが、GDP結合型ARF3およびARF1とは相互作用しない。ARF5とはより低い親和性で結合し、ARF6とはごくわずかしか親和性がない。,組織特異性:普遍的に発現。肝臓、膵臓、胎盤、骨格筋、心臓ではより高いレベルにあります。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ARFIP1抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	ARFIP1抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	パラフィン包埋ヒト胸腺の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を用いた。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

